
豊かな心
①　自己肯定感・自己有用感を高め、自分をかけがえのない存在として大切にする心を養う。
②　社会のルールを進んで守ろうとする意識をもち、他者とよりよく生きていくことができるよう、相手の立場や気持ちを思いやって行動できる優
しさを育む。
③　ペア学年（1.6年、2.5年、3.4年）での仲良し活動を年間を通して行い、異学年交流を通して思いやりの心情を育てる。担当 児童指導部

豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

令和４年度

中期取組目標
〇“自らの成長を自覚し、適切に行動できる岡津っ子”の実現を目指して、保護者や地域と連携しながら、『一人ひとりが大切にされ、主体
的に考え行動できる児童の育成』を推進していく。
　・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、不断の授業改善を行うことで学力向上を図っていく。
　・すべての児童が安心して登校し、学校に居場所がある実感をもてるような児童指導を行う。
　・心と体の健康に興味をもち、自ら意識して生活習慣・運動習慣・学習習慣を身に付けることができるようにする。
　・社会性・道徳性を6か年の中で、段階的に身に付けることができるようにする。
　・キャリア教育の視点をもち、子どもたちが自分自身のなりたい姿を具体的にイメージすることができるようにする。

横浜市立 岡津小学校

学校教育目標
「つなぐ」＝『自らの成長を自覚し、適切に行動できる　岡津っ子』
①教材と児童、児童と児童、児童の過去・現在・未来　②学校、家庭、地域
「知」一人ひとりが学ぶ楽しさと創り出す喜びを感じて自分の学びを大切にし、自主的に学び続ける子を育てます。
「徳」他者を思いやり、規律を守って集団行動をしながら互いのよさを認め合う子を育てます。
「体」心と体の健康を大切にし、自分や人の生命を大切にする子を育てます。
「公」地域の人とのコミュニケーションを通して地域社会の活動を大切にしようとする子を育てます。
「開」様々な人とのコミュニケーションを通して自然や社会に目を向ける子を育てます。

〈自分づくりに関する力〉
〈持続可能な社会の創造に貢献する力〉

具体化した資質・能力

・基本的な生活習慣を身に付けようといする態度
・思いや考えを表現する力
・他者を理解する態度・自己を理解する姿勢
・地域を愛する気持ち

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

　児童は、素直でまじめな子どもが多く、明るく前向き
で、ルールやきまりを守ろうと頑張ることができる。し
かし、自分から進んで行動することが苦手であり、周
りを見て判断することが難しいところがある。また、表
現力が乏しく考える力が弱いところがある。そのた
め、学習面や生活面において、実力があるにもかか
わらず自分に自信をもてずに自己肯定感が低い児童
も多い。
　友だちに対して優しい面を示す児童も多く、教えて
あげたり一緒に進めてあげたりする児童もいる。その
ことが自己有用感につながるようにしていきたい。
コロナ過において、ペア学年の異学年交流ができて
いない。今までのペア学年の活動では高学年が自己
有用感を高める活動ができていたため今年度はペア
学年を少しずつ始動し活動を充実させたい。

・ペア学年での仲良し活動を年間を通して行い、異学年交流を通してそれぞれの立場を生かした活動
を進め、思いやりの心情を育てる。
・学力向上と児童指導の充実を図るためのサポート体制の充実

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

◇自分づくりパスポートを使っての夢や希望、目標をもてる児童を育成する自分づくり教育
・一人ひとりの自尊感情を高めるために、確かな学力を身につける。
・仲良し活動の充実を図り、異学年の交流活動を多く計画する。
◇道徳科を要とした学校の教育活動全体を通じた道徳教育
・年間計画に沿った、全学級の道徳の授業を充実する。
◇人権尊重の精神を基盤とする教育
・Y-Pアセスメントを実施し、学級課題の改善や児童個人の課題の改善に向けて、校内の指導
体制を整え、「誰もが安心して豊かに」過ごすことができる学級風土作りを進める。
・特別な支援が必要な児童について、個別の教育支援計画や個別の指導計画を立て、すべて
の教職員がかかわりながら、それぞれの児童に合った指導を行う。
◇学力向上と児童指導の充実を図り９年間を通して児童の資質能力を育成する。
・３年生以上は、教科担任制を導入し、組織的指導体制の充実を図る。

下
半
期

◇自分づくりパスポートを使っての夢や希望、目標をもてる子どもを育成する自分づくり教育
・一人ひとりの自尊感情を高めるために、確かな学力を身につける。
・仲良し活動の充実を図り、異学年交流活動を通して思いやりの心や協力する心を育てる。
◇道徳科を要とした学校の教育活動全体を通じた道徳教育
・全学級の道徳の授業を充実する。
・道徳研修会を実施し、日々の指導に生かす。
・実生活との関連を重視した道徳教育の充実を目指す。
◇人権尊重の精神を基盤とする教育
・Y-Pアセスメントの結果をもとに、学級課題の改善や児童個人の課題の改善に向けて、校内の
指導体制を整え、「誰もが安心して豊かに」過ごすことができる学級風土作りを進める。
・特別な支援が必要な児童について、個別の教育支援計画や個別の指導計画をもとにすべて
の教職員がかかわりながら指導を行い、振り返りをする。
◇学力向上と児童指導の充実を図り、９年間を通して児童の資質能力を育成する。
・３年生以上は教科担任制を実施し、学級担任制から中学校の教科担任制へ接続をより円滑に
する。

健やかな体の育成プラン

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

学力向上アクションプラン

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

生きて働く知
①　「主体的・対話的で深い学び」のある授業を実践し、基礎・基本をしっかり身に付けることができるようにするとともに、主体的に考え、意欲的
に学び続けることができるような態度を身に付けられるようにする。
②　さまざまな社会の出来事を自分事としてとらえ、様々な情報をいろいろな角度から精査したり、知識を相互に関連付けたりして、物事を深く考
える習慣を身につけ、学びを人生や社会とつなげ、豊かな発想をはたらかせることができるようにする。

健やかな体
①　運動する機会を増やし、体を動かす習慣付けを図る。年間を通じて縄跳びや持久走に取り組み、基礎体力の向上を図る。
②　「地産地消」に積極的に取り組み、社会科や総合の学習などで地域の農家の方の協力を得て野菜作りを行う。
③　生活リズムを整える（早寝早起き・朝食・歯磨き）働きかけを学校全体で取り組み、合わせて新型コロナウイルス感染予防も　引
き続き行っていく。担当 研究推進部 担当 体育部

今年度の目標

（１）学力に関わる児童生徒の実態
　生活意識や学習意識は学年のばらつきはあるもの
の、全体的に市平均に近づく傾向がある。生活指導
や特別支援教育に力を入れている成果は表れてい
る。しかし、学力面は横浜市の平均を大きく下回って
いる。児童の意欲と学力の定着に相関関係がなく、基
礎学力、活用に関する学力の両分野の定着に課題を
残す。また、学力層Dに属する児童が相対的に多く、
指導に困難を極めている。特定の学年に顕著な傾向
が表れている。

（２）これまでの学校の取組状況
○わかる授業、楽しい授業の確立
　身近な地域素材をもとに楽しく分かりやすい学習の
実践を通して、児童が意欲を高めながら主体的に取
り組める授業を行う。児童自らが「成長の自覚」を意
識できるように指導を継続的に進めていく。
　基礎・基本の定着を図ることで、児童が「分かった」
そして「楽しい」となるような学習を進めていくために
児童理解と教材開発を積極的に行い、教職員の授業
力を高めていく必要がある。特に、発問と板書指導に
力を入れ、「学習のめあて」「話し合い・意見交流」「ま
とめ」が明確になるようにする。

自らの成長を自覚し、社会や生活に生かそうとする資質を育むカリキュラム
～　「主体的に学習に取り組む態度」をどのように育てるか～

体力向上を目指し、運動する機会を増やする環境づくりの充実
敏捷性・巧緻性の向上

目標を実現するための具体的行動プラン

下
半
期

○基礎・基本の徹底
　授業の中で児童の「わかる」経験をたくさんさせることで、学習意欲は高まっていくと考える。基
礎・基本を徹底させてことが必要であると考える。国語の漢字、算数の四則計算など単元によっ
て繰り返し行えるようなカリキュラムをつくっていく。
○具体物と具体的な人物
　具体物は、算数の学習ではおはじきやブロックを使ったり、社会科では実際に使っている道具
や関わりのあるものを使ったりすることである。児童のイメージは広がり、理解の一助になると考
える。また、人物を登場させることで、その人の生き様を学ぶことが出来る。児童も教科書の人
ではなく学習に関わる地域の方の声を直接聞いたり映像教材を見たりすることでより身近に感
じることができる。これらのことを学習の過程で効果的に取り入れることで社会参画につながる
と考える。
〇授業力の向上
　教師一人一人の授業力を向上するには、授業研究が不可欠である。重点研やメンター研など
を通して多くの教師がその教科に向き合い研究を深めることが必要である。また、指導案検討
や研究会を通して教員全体の授業力向上の底上げにつながると考える。

下
半
期

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

○基礎・基本の徹底
　本校児童の学力は、高くはない。市の学力・学習状況調査の結果を見ても市の平均より下
回っている。授業の中で児童の「わかる」経験をたくさんさせることで、学習意欲は高まっていくと
考える。また、特別支援教育推進校の取組として取り出し授業の充実を図り、基礎・基本を徹底
させてことが必要であると考える。国語の漢字、算数の四則計算など単元によって繰り返し行え
るようなカリキュラムをつくっていく。
○具体物と具体的な人物
　具体物や具体的な人物は、カリキュラムの中に積極的に取り入れていきたい。具体物は、算
数の学習ではおはじきやブロックを使ったり、社会科では実際に使っている道具や関わりのある
ものを使ったりすることである。これにより、子どもたちのイメージは広がり、理解の一助になると
考える。また、人物を登場させることで、その人の生き様を学ぶことが出来る。児童も教科書の
人ではなく学習に関わる地域の方の声を直接聞いたり映像教材を見たりすることでより身近に
感じることができる。これらのことを学習の過程で果的に取り入れることで社会参画につながる
と考える。

上
半
期

◇休み時間のボール使用・大繩の練習
◇なわとび活動の充実
・クラスごとに大繩を配付し、休み時間や体育学習、クラス活動で大繩で運動する機会を充実さ
せる。委員会活動を通して低学年に跳び方を教えたり、なわとび大会を企画したりしてたくさん
の回数を跳べるようにめあてを立てて取り組む。（敏捷性の向上）

◇休み時間のボール使用・大繩の練習
・クラスごとにボールを使ってのボール投げやドッジボールをする運動の機会を確保する。
・委員会活動を通して低学年へ投げる、捕る運動を教える。高学年には、ドッジボール大会など
を企画し投げる、捕る運動を行う。（功緻性の向上）
◇なわとび活動の充実
・クラスごとに大繩を配付し、休み時間や体育学習、クラス活動で大繩で運動する機会を充実さ
せる委員会活動を通して、低学年に跳び方を教えたり、なわとび大会を企画したりしてたくさん
の回数を跳べるようにめあてを立てて取り組む。（敏捷性の向上）

・朝食の摂取率は、市の平均とほぼ同じであり、朝食
をしっかりと摂っている児童がほとんどである。
・運動時間は市平均に比べて多いものの、学校全体
を見ると体を動かすことを楽しむ児童と、そうでない児
童との二極化が見られる。
・放課後に習い事等で運動に取り組んでいる児童が
多く、地域のスポーツ振興が充実していると考えら
れ、市の平均を上回っている。
・休み時間は鬼ごっこなど走る遊びが多く人気があ
る。また、地域に公園が多数あり、体を動かす機会が
多いと考えられる。
・コロナ過の中で運動がなかなかできない状況であっ
たが、５０ｍや立ち幅跳びなどの結果が市の平均を上
回り、体力もある児童が多い。これは地域でのサッ
カー、野球、バスケットボールなどのスポーツ振興が
盛んであることが考えられる。しかし、反復横跳びや
長座体前屈が市の平均を下回っている。敏捷性や柔
軟性がなく、けがや事故の原因となっていることもあ
る。
・今後、縄跳び運動などを充実させて敏捷性を高めた
り、体育の授業の前後にストレッチを取り入れたりして
柔軟性を高めていく。また、ソフトボール投げも低いの
で投げる運動も取り入れたい。


